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１．事業概要
（１）事業目的

岐 大 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図

■一般国道２１号岐大バイパスは、岐阜県岐阜市東中島から岐阜県大垣市長松町に至る延長２３．９kmのバイパスであり、高規

格道路「岐阜南部横断ハイウェイ」の一部を構成し、交通渋滞の解消や交通安全の確保を目的に計画された、岐阜県内の東

西交通を支える重要な道路です。

■岐大バイパスには、主要渋滞箇所（３区間（１３箇所）及び単独３箇所）や事故多発箇所（ワースト１０位内６箇所）の存在などの

課題があり､本事業は､課題解決のために立体化整備等を行うことで､交通渋滞の緩和、交通安全の確保、西濃地域の産業支

援等の効果を見込んでいます。

ながまつちょうおおがきしひがしなかじまぎふけんぎだい ぎふけんぎふし

※主要渋滞箇所は岐阜県道路交通渋滞対策推進協議会資料より（R3.2）

+
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岐大バイパス（事業計画）

岐大バイパス
高速道路
一般国道
主要地方道
主要渋滞箇所
主要渋滞区間
事故多発箇所ワースト１０

起終

R2.12撮影

至 美濃加茂市

至 米原市

岐大バイパスは岐阜南部横断ハイウェイの一部を形成
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１．事業概要

平面部

2.00.75 0.75

単位：ｍ

標 準 断 面 図

立体部

（２）計画概要
■順次車線拡幅等を進めており、平成２９年度に穂積中原～下牛牧間（延長２．８ｋｍ）の６車線化が完了しました。

■茜部本郷～長良川については、令和３年７月に、全線立体構造とする都市計画変更を行いました。

事業名 一般国道21号 岐大バイパス

道路規格 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

車線数 ６～８車線

都市計画決定 ＜当初＞ 昭和３６年度（大垣地区）
昭和４５年度（岐阜市・瑞穂市）

＜変更＞ 昭和４９年度、昭和５５年度、
昭和５８年度、平成元年度、
令和３年度（茜部本郷～長良川）

事業化 昭和３５年度

計画交通量 ５７，９００台／日

用地着手年度 昭和３６年度

工事着手年度 昭和３９年度

道路延長
（供用済延長）

２３．９ｋｍ
（完成済７．６ｋｍ）

前回の再評価 平成２８年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 １，８８０億円（７８０億円増）

単位：ｍ

－ ２ －

ほずみ なかはら しもうしき
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都市計画変更
（R3.7.27告示）
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延長2.8㎞

＜凡例＞

岐大バイパス

完成 暫定開通
立体部

平面部
拡幅完成 暫定開通

高速道路

一般国道

主要地方道
岐大バイパス
（現在の整備状況）

岐大バイパス
（事業計画）



■岐大バイパスには、主要渋滞箇所が３区間（１３箇所）及び単独３箇所、計１６箇所あります。

■岐阜市方面のピーク時旅行速度は、茜部本郷交差点を先頭に穂積中原交差点まで２０ｋｍ/ｈを下回っています。

■大垣市方面のピーク時旅行速度は、茜部本郷交差点を先頭に岐南インターまで２０ｋｍ/ｈを下回っています。

■旅行速度の低下が顕著な茜部本郷～穂積中原交差点間の立体化整備をすることにより、旅行速度が約７割向上し、交通渋滞
の緩和が期待されます。

２．評価の視点

※旅行速度の算出方法
現況 ：ETC2.0（R2.10平日7時台平均）
整備後：交通量推計による岐大バイパスの整備あり・なしの平均速度の変化率を、

現況値に乗じて算出。－ ３ －
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〇国道２１号の交通量及び速度状況

（１）事業の必要性に関する視点
①交通渋滞の緩和

現況

交通量
（万台/日）

ピーク時
旅行速度
（7時台）

出典：ETC2.0（R2.10（平日7時台））
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岐大バイパス
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２．評価の視点

※（ ）内は、前年の順位と発生件数。

は国道21号岐大バイパスの交差点。

－ ４ －

岐大
バイパスに

６箇所

■岐大バイパスには、岐阜県内の事故多発箇所ワースト１０が６箇所存在しており、事故危険区間も連続しています。
■岐大バイパスにおける死傷事故の８割は渋滞が原因と考えられる追突事故で、岐阜県内の直轄国道平均より高い傾向にあり

ます。
■立体化や６車線化により混雑が緩和され、追突事故の減少が期待されます。

（１）事業の必要性に関する視点
②交通安全の確保

〇国道２１号の交通事故発生状況

〇岐阜県内の交通事故多発箇所ワースト１０
順 位 場 所 件 数

①（1） 茜部本郷交差点（岐阜市） 41件（54件）

②（19） 薮田交差点（岐阜市） 38件（30件）

③（4） 河間交差点（大垣市） 34件（36件）

④（17） 上印食交差点（岐南町） 32件（32件）

⑤（19） 下薮田交差点（岐阜市） 31件（30件）

⑤（11） 住吉南交差点（可児市） 31件（33件）

⑦（3） 茜部中島交差点（岐阜市） 30件（37件）

⑦（22） 茜部中島3交差点（岐阜市） 30件（29件）

⑨（6） 音羽町交差点（多治見市） 28件（35件）

⑨（56） 忠節橋北交差点（岐阜市） 28件（22件）

※岐阜県警察HP（令和2年度）

：事故多発箇所ワースト１０
（出典：岐阜県警察 R2）

：事故危険区間
（出典：岐阜県事故ゼロプランH24年度版）
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※事故件数の算出方法
平面部：平面６車線暫定区間（茜部本郷～薮田南５）
立体部：立体供用区間（岐阜県岐阜市東中島～茜部本郷）

平面部 立体部

・立体化による事故率低減効果
（現在の平面部と立体部の比較）
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〇立体化による交通事故減少
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出典：H26-H29事故統合データ

追突件数が全体の８割で岐阜県内の直轄国道平均より多い

〇死傷事故発生状況

追突
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出典：H26-H29事故統合データ
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52%
（82）

※ （ ） 大型車交通量 [百台／日]

22%
（35）

15%
（24）

10%
（16）

断面交通量の５割以上を岐大バイパスが分担

渡河部
断面

分担率

出典：平成27年度全国貨物純流動調査
※西濃地域：大垣市、海津市、養老町、垂井町、関ケ原町、神戸町、輪之内町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町

約2.8倍

約1.5倍

－ ５ －

２．評価の視点

〇長良川渡河部の大型車交通量

〇西濃地域と小牧地区間の物流量の増加と産業発展

■岐大バイパスは、岐阜県の東西交通の要であり、交通が集中する長良川渡河部において、大型車交通量の５割以上を分担し
ています。

■西濃地域と小牧地区（中京圏の物流拠点）間の物流量は、１５年間で約２．８倍に増加、１事業所当たりの製造品出荷額等も約
１．５倍に増加しており、岐大バイパスの整備により更なる西濃地域の産業支援が期待されます。

（１）事業の必要性に関する視点
③西濃地域の産業支援

No IC名 高速名 No IC名 高速名

1 厚木 東名 1 小牧 名神

2 小牧 名神 2 厚木 東名

3 豊明 伊勢湾岸 3 京都南 名神

出荷 入荷

出典：中部運輸局資料

国道21号 岐大バイパス
（延長23.9㎞）

小牧地区

①

③

④

長良川渡河部

②

小牧IC

岐大バイパスの交通状況

▼高速道路IC利用事業数ベスト3

資料：平成27年物流センサス

小牧ICの利用事業者数は
出荷が「全国２位」、入荷が「全国1位」

西濃地域※

凡例

：西濃地域

：物流施設・倉庫

：主要な物流

（西濃～小牧）

平成28年7月撮影

至 大垣市

至 岐阜市街 平日 18時台
（岐阜市内）

〇西濃地域と小牧地区を結ぶ岐大バイパス

せいのう こまき

年



〇岐大バイパス沿線の集客施設、物流施設、商業施設の分布

出典：東洋経済「大型小売店総覧」2022

※瑞穂市内店舗面積1,000㎡以上。「岐大BP沿線」は店舗出入口が岐大BPに接続している店舗

岐⾩城
伊奈波神社

岐⾩公園

⽊曽三川公園

鏡島弘法

※産業施設は主要物流施設及び中部経済産業局の中部経済
のポイント2020で⽰されている製造事業所

※観光施設は10万⼈以上
※商業施設は5,000㎡以上

3
6 8
1

5

0
3

7

13

0

5

10

15

20

S50 H2 H17 R2

岐大BP沿線

その他市内

（店舗）
H17～H29年度
市内6車線化

瑞穂市内の大型小売店舗数の推移（累計）

〇大垣市内立地企業の動き

⾄ ⼤野神⼾IC

⾄ 養⽼JCT

⾄ 岐⾩市

⾄ 関ケ原町

⼤垣⻄IC

〔Ａ社河間事業場〕
⾼機能ICパッケージ基板の製造
総投資額1,800億円（予定）
河間事業場の⽣産能⼒増強
2023年度竣⼯・量産稼働開始予定

〔Ａ社⼤垣中央事業場〕
ICパッケージ基板の製造
総投資額1,300億円（第1期投資との合計）
⼤垣中央事業場の⽣産能⼒増強
2021年度予定

〔Ｂ社〕
⾃動⾞⽤ヒューズの製造
2017年度新本社⼯場第Ⅰ期⼯事が完成
2019年度新本社⼯場第Ⅱ期⼯事が完成

国道417号

県道18号

杭瀬川

出典︓Ａ社プレスリリース（2018年11⽉、2021年4⽉）、Ｂ社企業情報沿⾰より

２．評価の視点
（１）事業の必要性に関する視点

■岐大バイパスの整備進展は沿線地域の立地優位性を高め、新たな施設立地・開発を誘発。

■沿線自治体では、大垣市内立地企業が生産能力を増強する設備投資、瑞穂市内では大型小売店舗が進展、岐南町では物流

施設の新倉庫開設、各務原市では新たな工業団地整備など、沿線の都市開発が進展。

－ ６ －

岐南町で物流施設の新倉庫2棟開設（R3.8）
住宅向け外壁材・屋根材メーカーの保管・
加工・配送

(仮称)各務山工業団地

岐大バイパス

河川環境楽園

大垣市
岐南町

瑞穂市
岐阜市

各務原市

④ストック効果事例：沿線の施設立地・開発

おおがき みずほ

かかみがはら

ぎなんちょう



一般国道２１号 岐大バイパス （延長２３．９ｋｍ）

大垣市
岐南町

瑞穂市

岐阜市

⼀宮⽊曽川IC

岐⾩
各務原IC

⼤垣⻄IC

⾄ 海津

⾄
⽶
原

⾄
美
濃
加
茂

⾄ 名古屋

和
合
イ
ン
タ
ー

穂
積
中
原

薮
⽥
南
５

茜
部
本
郷

⻑
良
川

揖
斐
川

岐
阜
県
大
垣
市
長
松
町

ぎ
ふ
け
ん

お
お
が
き
し

な
が
ま
つ
ち
ょ
う

岐
阜
県
岐
阜
市
東
中
島

ぎ
ふ
け
ん

ぎ
ふ
し

ひ
が
し
な
か
じ
ま

下
⽜
牧

楽
⽥
町

河
間

岐
南
イ
ン
タ
ー

起終

立体
（６車線）

立体
（４車線）

平面（６車線）

平面６車線
（完成）
1.3km

平面６車線
5.0km

平面４車線
4.9km

平面４車線
4.3km

平面６車線
（完成）
4.2km

立体４車線
2.1km

立体４車線
（完成）
2.1km

都市計画変更
（R3.7.27告示）

＋
立体

（４車線）
平面

（４車線）

３．事業の進捗及び見込みの視点

■茜部本郷交差点～長良川については、令和３年７月に都市計画変更の告示を行っており、整備に向けた詳細設計等を推進し
ています。

■また、その他整備区間については、周辺道路の整備状況や関係機関との調整状況をふまえつつ、整備を推進します。

－ ７ －

令和2年12月撮影 至 大垣市

至 岐阜市街

名鉄名古屋本線

写真①：下川手交差点付近

令和2年10月撮影

写真②：薮田南５交差点付近 至 大垣市

至 岐阜市街

←長良川

＜凡例＞

岐大バイパス

完成 暫定開通
立体部

平面部
拡幅完成 暫定開通

高速道路

一般国道

主要地方道
岐大バイパス
（現在の整備状況）

岐大バイパス
（事業計画）

（１）事業の進捗

①

②

あかなべほんごう ながら がわ

岐大バイパスの事業進捗状況

【用地取得率】
１００％ ⇒ １００％
（平成２７年度末 ⇒ 令和２年度末）
【事業進捗率】
約４６％ ⇒ 約４７％
（平成２７年度末 ⇒ 令和２年度末）



３．事業の進捗及び見込みの視点

■岐大バイパスは岐阜県の東西交通を支える大動脈となっており、岐阜市内区間は旧都市計画から約50年が経過し、沿道状況
及び交通状況が当時と比べて大きく変化しているため、現況に応じた都市計画変更（R3.7.27告示）を行いました。

■特に計画交通量は旧都市計画決定時（1970年）に比べ、現在の計画交通量が大幅に増加しているため、必要な車線数と乗降
箇所（ランプ）を確保できる計画としています。

－ ８ －

（２）都市計画変更概要

【横断図】

旧都市計画 変更計画

【１９７４年】

昭和52年頃の県庁前交差点

【２０１５年】

至

大
垣
市

至

美
濃
加
茂
市

至

大
垣
市

至

美
濃
加
茂
市

令和3年9⽉の県庁前交差点

８⾞線６⾞線

(

⼀)

⽂
殊
茶
屋
新
⽥
線

(

⼀)

⽂
殊
茶
屋
新
⽥
線

(

主)

岐
⾩
南
濃
線

(

主)

岐
⾩
垂
井
線

(

⼀)

岐
⾩
⽻
島
線

(

⼀)

正
⽊
岐
⾩
線

(

主)

岐
⾩
稲
沢
線

立体区間の延伸により道路の拡幅が必要となる区間

起
点

終
点

延長 約５．０km

旧都市計画

変更計画

至

大
垣
市

至

美
濃
加
茂
市

至

大
垣
市

至

美
濃
加
茂
市

︓オンランプ ︓オフランプ

１９７0年

2021年

平面 立体 土工 立体

立体

⾼架部(4⾞線)
ランプ部

側道部 側道部⾃歩道 ⾃歩道

49.0 （単位︓m）

ランプ部



－ ９ －

４．事業費の見直しについて（一般国道２１号岐大バイパス）
■ 事業費増加の要因

①都市計画変更に伴う構造の見直し及び設計基準、要領の改定による変更

②橋梁下部工の施工方法の変更 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 合計７８０億円増額

事業費増額の要因 増額

①都市計画変更に伴う構造の見直し及び設計基準、要領の改訂による変更
・周辺開発等による交通量の大幅増への対応として、長良川渡河橋から平面部への移行区間の渋滞や、
平面部の車線数不足に対応するため全線立体化構造への見直しによる増額が必要となった。

・アクセス機能を満足するランプ配置により、ランプ橋が増設となり、また、沿道利用を考慮したセンターラン
プ形式の採用及び、必要な街路車線数確保のため、一部鋼下部工への構造見直しが必要となった。

・交差道路側の交通量増加による交差点規模の拡大や、本線とランプ接続箇所の増加から、長径間の橋
梁構造が必要となり、長径間構造を満足する橋梁形式への見直しが必要となった。

・都市計画変更に伴う構造見直しの設計に併せ、最新の設計基準、要領の改訂による変更を考慮し設計
を実施し、構造物規模の大型化等が必要となった。

７１６億円

②橋梁下部工の施工方法の変更
・当初、橋梁下部工の場所打ち杭については、一般的な工法として揺動式オールケーシング工法を採用し

ていた。
・しかし、施工効率が低く、周辺環境への騒音・振動等への影響が大きいことから、平成２８年度

以降、徐々に揺動式掘削機の市場性がなくなり、全周回転式オールケーシング工法等に変更を
行った。※揺動式掘削機は、中部地整の積算基準からも廃止(H31)

６４億円
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■周辺開発等による交通量の大幅増への対応として、長良川渡河橋から平面部への移行区間の渋滞や、平面部の車線数不足に対応す
るため全線立体化構造への見直しによる増額が必要となった。（橋梁延長が約２倍に増加）

■アクセス機能を満足するランプ配置により、ランプ橋が増設となり、また、沿道利用を考慮したセンターランプ形式の採用及び、必要な街
路車線数確保のため、一部鋼下部工への構造見直しが必要となった。（コンクリート下部工⇒鋼下部工）

■交差道路側の交通量増加による交差点規模の拡大や、本線とランプ接続箇所の増加から、長径間の橋梁構造が必要となり、長径間構
造を満足する橋梁形式への見直しが必要となった。 （プレテン（コンクリート）桁形式⇒鋼箱桁・鋼床版箱桁形式）

４．事業費の見直しについて：一般国道２１号岐大バイパス

① 都市計画変更に伴う構造の見直し及び設計基準、要領の改定による変更 ・・・・・ ＋７１６億円

区間①：橋梁Ｌ＝1.0km区間②：土工 Ｌ＝0.9km区間③：橋梁 Ｌ＝１.2km

橋梁区間：Ｌ＝4.3km（高架4車+平面4車）

＜当初＞

＜変更＞

－ １０－

⾄ 美濃加茂市

茜部本郷交差点
◆高架部から平面部への
移行区間の渋滞状況

＜当初＞

＜変更＞
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濃
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茂
市

至

大
垣
市

至

美
濃
加
茂
市

①

② ③

④

＜当初＞

＜変更＞

︓ONランプ(⼊⼝) ︓主要幹線道との交差点︓OFFランプ(出⼝)︓都市計画・⾼架区間︓供⽤済・⾼架区間

茜部中島薮 ⽥

アクセス機能を確保するためランプ配置を見直し（ランプ橋４橋⇒７橋）
交差する幹線道路の車線数が増え、交差点規模が拡大

◆平面部の車線数確保と連続高架構造への見直しによる増額

◆ランプ配置の見直しによる増額

◆ランプ形式と橋種の見直しによる増額
上部工は
プレテン桁形式
(平均20ｍ/径間)

上部工は鋼箱桁、
鋼床版箱桁形式
⇒長径間対応可能
(平均66ｍ/径間)

⇒基準改訂に伴い、
鋼重増等を見直し

サイドランプ形式

区間④：平面 Ｌ＝１.2km

平面6車 高架4車+平面2車 土工4車+平面2車 高架4車+平面2車

区間① 区間② 区間③ 区間④ 合計

増額 114 200 141 261 716

下部工、基礎工は基準改定
に伴い、設計水平震度、周
面摩擦力等を見直し

:コンクリート部材
:上部工鋼部材
:下部工鋼部材

⾄

岐
⾩
駅

⾄

笠
松
町

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

橋梁延長が約２倍に増加
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茜
部
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島
３

コンクリート下部
工では、必要な車
線数が確保できな
いため、鋼下部工
に見直し

センターランプ形式

︓交差道路側の交通量増加により⾞線数増加箇所

区間④ 区間③ 区間② 区間①

区間④ 区間③ 区間② 区間①

当初 今回 増額

上部工 207 616 409

下部工 49 348 299

その他経費 － 8 8

計 256 972 716

（単位：億円）◆増額内訳

◆区間毎内訳 （単位：億円）



■都市計画変更に伴う構造見直しの設計に併せ、最新の設計基準、要領の改訂による変更を考慮し設計を実施。
【設計基準の改定】道路橋示方書において、当初設計時より改訂が行われ、今回、最新の道路橋示方書を踏まえ修正設計を

実施し、対象とする地震時の設計水平震度の見直し等により、構造物規模の大型化が必要となった。
【 要領の改訂 】下部工検査路は下部工の片側のみに設置する計画としていたが、下部工及び支承部の確実な点検を目的に、

道路橋検査路設置要領が改訂され、下部工全周に設置する必要が生じた。

４．事業費の見直しについて：一般国道２１号岐大バイパス

－ １１－

＜当初＞ ＜変更＞

当初設計 変更設計

中規模地震（レベル1地震） 0.25 0.25

大規模地震（レベル2地震） 0.85 1.30

◆設計水平震度の見直し
（変更設計時点における最新の道路橋示方書に準拠）

①下部工・基礎工規模の大型化

◆柱 5.0m×7.5m

◆底版 17.4m×17.4m

◆基礎 杭長：15m、杭本数：36本

◆柱 4.0m×4.0m

◆底版 11.4m×14.4m

◆基礎 杭長：15m、杭本数：20本

②支承規模の大型化

③検査路の増工

片側のみ設置
下部工の
全周に設置

＜横断図＞

＜投影図＞

◆下部工検査路設置状況写真(イメージ)

＜当初＞ ＜変更＞

◆道路橋示方書の改定経緯（主な改定内容）

Ｈ24
設計水平震度の見直し

維持管理の必要性・容易さ

東北地方

太平洋沖地震

Ｈ29
設計供用期間100年の為

の具体的な規定

熊本地震、

構造物長寿命化



４．事業費の見直しについて：一般国道２１号岐大バイパス

② 橋梁下部工の施工方法の変更 ・・・・・ ＋６４億円

■当初、橋梁下部工の場所打ち杭については、一般的な工法として揺動式オールケーシング工法を採用していた。

■しかし、施工効率が低く、周辺環境への騒音・振動等への影響が大きいことから、平成２８年度以降、徐々に揺動式掘削機の市場性がな

くなり、全周回転式オールケーシング工法等に変更を行った。※揺動式掘削機は、中部地整の積算基準からも廃止(H31)

－ １２－

対象下部
工数

杭本数
当初

（億円）
変更

（億円）
増額

（億円）

72 1,838 26 90 64

◆下部工の杭施工工法の変更

当初 ：
揺動式オールケーシング工法

変更 ：
全周回転式オールケーシング工法

ケーシング
チューブ

ケーシング
チューブ

回転式掘削機

揺動式掘削機



便 益 （億円） 費 用 （億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 721 125 59 905 400 50 450 2.0

今回評価時 1,568 104 31 1,703 882 53 935 1.8

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10％ 1.6～2.0

事業費 ±10％ 1.7～2.0

事業期間 ±20％ 1.7～2.1

５．費用対効果分析

３便益による事業の投資効果

【前回再評価時からの変更点】
１．将来OD表（平成17年度全国道路・街路交通情勢調査→平成22年度全国道路・街路交通情勢調査）により、計画交通量が約7％増加。
２．将来道路網条件（H27年度事業化済道路網→R2年度事業化済道路網）。
３．費用便益分析マニュアルの改訂（H20マニュアル→H30マニュアル）により、各便益の原単位を更新。
４．総走行台キロの年次別伸び率（H17年度全国道路・街路交通情勢調査→H22年度全国道路・街路交通情勢調査）。
５．費用便益分析の基準年次を更新（H25年度→R3年度）。
６．GDPデフレータを更新（H25年度→R3年度）。
７．国道２１号岐大バイパスの事業費増（780億円）。

－ １３－

■費用便益分析（B/C）について

※１ 便益算定に当たっては、「一般国道２１号岐大バイパス」周辺の主要な幹線道路（延長約2,700km）を対象として算出。

※２ 平成30年2月に公表された平成22年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのR12将来ODに基づきB/Cを算出。

※３ 残事業のB/C算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出。

※４ 費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便 益 （億円） 費 用 （億円）
Ｂ／Ｃ

走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 1,410 218 90 1,717 1,229 64 1,293 1.3

今回評価時 2,228 190 75 2,493 2,112 115 2,227 1.1

【事業全体】

【残事業】

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益

事業費 ＋ 維持管理費

変動要因 変動ケース Ｂ／Ｃ

交通量 ±10％ 1.01～1.2

事業費 ±10％ 1.1～1.2

事業期間 ±20％ 1.03～1.3

<感度分析結果>



７．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見

対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。
なお、今後の事業の実施にあたっては、以下の内容についてご配慮願います。

・本バイパスは、岐阜市から大垣市にかけての交通渋滞の緩和や、安全性の向上、地域経済の発展等に寄与する重要な道路
であり、速やかに整備を進めるべき事業であることから、引き続き早期完成に向けた事業の推進をお願いします。

・なお、本事業区間は県内で最も交通量が多いことから、施工にあたっては、周辺地域への十分な配慮をお願いします。
・事業費については、最新技術の活用も含めて徹底したコスト縮減をお願いします。

８．対応方針（原案）

■一般国道２１号岐大バイパスの事業を継続する。

－ １４－

６．代替案立案の可能性の視点

■国道２１号岐大バイパスは地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画で、交通渋滞の緩和、物流
活動の支援など、期待される効果が大きい事業です。事業化以降、沿線の開発が進み、交通容量が不足していることから、
今回都市計画変更した計画が最も適切であると考えます。




